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親子移動教室を実施しました
　毎年恒例の親子移動教室を 8月 20 日（月）に実施しました。

　今年度は、栃木県小山市の森永製菓（株）と埼玉県羽生市のさいたま水族館を訪れ、16 組の親子等が参加

しました。

　森永製菓（株）小山工場では、菓子作りの工程説明を受けながら見学をし、さいたま水族館では、飼育専

門員からカメについての話しを聞き、水辺の生物に直接ふれながら、その特徴や生態などを楽しみながら学

ぶことができました。

　仲良くふれあう姿があちこちで見られ、親子の絆が深まった一日となりました。
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入
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。
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『海夫注文』に見える津の分布図

岡の内貝塚近景

岡の内貝塚出土のヤマトシジミと土器


